
 

 

令和５年度 学校マネジメントシート 

 

 

学校名（ 松阪工業高等学校 全日制 ） 

１ 目指す姿 

２  現状認識 

 

(1)目指す学校像 

○ 社会人として必要とされる人材となるために、挨拶をはじめとする基本的生活習慣を身

につけ、人権感覚豊かな人間性を磨く学校 

○ 専門学科における知識、技術の習得に意欲や向上心を持ち、技術者として通用する専

門性を養うとともに、地域からの信頼に応える学校 

○ 文武両道に成果を示すことのできる生き生きとした学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

○ 基本的生活習慣と高いコミュニケーション能力を身につけた人権感覚豊かな生徒 

○ 仲間を大切にしながら部活動や資格取得等の取組を活発に行う生徒 

○ 希望の進路実現に向けて主体的、積極的に行動する生徒 

ありたい 

教職員像 

○ 生徒の個性を伸ばしながら人間性を高めることを常に意識し、生徒の成長を自らの喜び

とする教職員 

○ 生徒の進路実現を目指し、基礎学力の向上や専門的な知識・技術の習得等に向けた

弛まぬ努力を行う教職員 

(1)学校の価値を 

提供する相手と

そこからの要

求・期待 

〈生徒〉希望進路の実現、わかりやすい授業の実施と基礎学力の向上、充実した学校行事

や部活動等の実施 

〈保護者〉基礎学力の向上、希望進路の実現。施設・設備等の教育環境の充実、学校行事

等への参加機会の増加 

〈地域（含む小中学校、就職・進学先）〉社会人としての基本的生活習慣や礼儀の養成、技

術者としての広範な知識と高いコミュニケーション能力の育成、奉仕活動等の地域連携

の充実 

(2)連携する相手と

連携するうえで

の要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

〈保護者・地域〉同上 

〈同窓会〉本校の歴史と伝統を十分に理解し、

本校生徒としての誇りと自覚を持つ、社会に

有為な人材の育成 

〈保護者・地域・同窓会〉ＰＴＡ活動、地域

行事、インターンシップ、講演会等によ

る学校経営への参画 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

○ 「学校の取組を公開する」、「生徒たちの実績を積極的にメディアに取り上げてもらう」、

「SNSで発信する」ということは、重要なことである。生徒やその保護者の口コミは、地域へ

の有力な情報源であると思われるので、このことをヒントにした情報発信をおこなってはどう

か。 

○ 取り組んでいることは良いので、今後もさらに充実させてもらいたい。 

(4)現状 

と課題 

教育 

活動 

○ 教職員は、教科指導をはじめ、部活動指導や資格取得支援等で自律的な教育活動を

展開しているが、質の向上という点で改善・工夫の余地がある。 

○ 生徒は、挨拶や礼儀等の基本的な生活習慣を身につけつつあるが、コミュニケーション

能力の十分な習得には至っていない。 

学校 

運営等 

○ 本校への関心が高まり、諸行事への協力等の地域からの要請が増加しているが、生徒

や教職員の間には多忙感も少なからず生じている。 

○ ICT 等を有効活用することで教職員間での情報共有が積極的に図られてはいるが、より

一層情報を共有することで組織として学校全体で様々な課題に取り組むことが必要であ

る。 

○ ホームページや学校新聞「せきへきたましい」等による魅力的な広報活動を進めている

が、一定の志願者数の確保には繋げられていない。 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



 

 

 

 

 

３  中長期的な重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
活
動 

○ 生徒が自己肯定感（自尊感情）を高められるよう、１学年では共通教科を多く学び、基礎学力の向上・

定着を図る。また、部活動指導や資格取得支援の取組を推進するとともに、特別支援教育や教育相談

の充実を図る。 

○ 生徒が自己の在り方生き方を主体的に考えられるよう、「生徒指導は進路指導」の認識の下、基本的

生活習慣の確立の取組を推進するとともに、実践的・体験的学習を重視した工業の専門科目を学ぶこと

により、社会的・職業的自立に向けて必要となる資質・能力の育成を図る。 

〇 グローバルに活躍できる人材を育成するため、会話を重視した外国語の教育によりコミュニケーション能

力の向上を図る。 

○ 生徒が互いの良さや個性など多様な考えを認め合い、自主的・実践的に活動できるよう、人権教育、

道徳教育、命を大切にする教育、主権者教育の充実を図る。 

〇 専門科目の学習により身に付けてきた知識、技術などを基に、工業に関する課題を発見し、科学的な

根拠に基づき解決策を探究し、社会を支え産業の発展を担う職業人として必要な資質・能力を育成する

「課題研究」に取組む。 

学
校
運
営
等 

○ Society5.0 の超スマート社会に対応できる資質・能力を育むとともに、生徒が主体的・対話的な深い学

びが実践できるよう、ICTを有効活用した授業改善と教科間の連携を積極的に推進する。 

○ 中学生や地域住民が本校を魅力あふれる学校として認知できるよう、マスコミや SNS を使った日々の

情報発信をはじめとする広報活動を積極的に推進するとともに、地域活動等における連携・協働を図る。 

〇 基礎学力の向上に向け、各分掌の枠にとらわれず学校全体で取り組み、情報を共有する。 

〇 教職員のスキルアップを目標に、様々な分野の校内研修会を定期的に実施する。 

〇 職員の総勤務時間の縮減に取り組むとともに、業務全般について時間管理を意識した効率化を進め生

徒も職員も生き生きした学校を目指す。 

〇 風通しのよい職場づくりに取り組み、個々の教職員との対話を大切にし、学校に対する思いを共有し、全

教職員の意思統一を図る。 



 

 

 

４ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

教科等指導 （１）基礎学力の定着・向上を図る。 

【活動指標】 

① 前回の基礎力診断テストの成績不振者に対して、次回のテスト前にスペシ

ャル補習を実施 

② 基礎力診断テストとは別に one-week トライアルを活用した宿題テストを実

施 

③ 学習成績（３年）、観点別評価成績(１・２年)データから、生徒や担任、教科

担当に向けて教務課からフィードバック（支援・助言）を行う。 

【成果指標】 

診断結果「Ｄゾーン」生徒数の減少及び「Ａ・Ｂゾーン」生徒数の増加 

（２）資格取得の奨励に努める。 

【活動指標】 

 主体的・積極的な受験（受検）機会の創出および補講等の効果的な支援 

【成果指標】 

ジュニアマイスター顕彰認定者数上位校としての認定 

 ◎ 

生徒指導 （１）基本的生活習慣の確立を図る。 

【活動指標】 

① 毎日の登校指導、挨拶の励行と遅刻者の減少に向けた指導の徹底 

② 問題行動の未然防止に向けた指導の充実と効果的な特別指導の推進 

【成果指標】 

アンケートで自ら挨拶ができていると回答する生徒の割合 80％以上 

遅刻者数の減少 

  

進路指導 （１）生徒の希望や適性に応じたキャリア教育の充実に努める。 

【活動指標】 

① 企業との情報交換を積極的に行い、企業と生徒のマッチングを図る。 

② 進学希望者への個人面談、個別指導の実施 

③ １・２年生の進路ガイダンス・進路講話に合わせて、進路希望に関するアン

ケートを実施し、早期から具体的な目標を持たせる。 

【成果指標】 

就職希望者の内定率 100％ 

進学希望者の合格率 100％ 

  

その他の 

生徒支援 

（１）豊かな心の育成を図る。 

【活動指標】 

① ＨＲ等での個性や多様な考え等を認め合うとともに、いじめや暴力を許さない

環境の整備 

② 年３回の学校生活等に関するアンケート（いじめアンケート）の実施 

③ 交通安全講話及び、薬物乱用防止講話をそれぞれ年 1回実施 

【成果指標】 

学校生活の満足度調査において、肯定的回答 90%以上 

  

 



 

 

 

 

（２）学校運営等 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学校の 

活性化 

（１）教職員の資質の向上（授業改善）を図る。 

【活動指標】 

① 生徒への授業アンケートを実施し授業改善 

② 現職教育等の効果的な実施（年５回以上実施） 

③ 不祥事根絶に向けたコンプライアンス意識の醸成 

④ 学校信頼向上委員会を年１０回開催 

【成果指標】 

教職員の不祥事の根絶、生徒・保護者からの信頼向上 

（２）ICT機器活用の充実を図る。 

【活動指標】 

① 生徒が授業内容をより理解しやすいように、Chromebook をはじめとする、

ICT機器の活用を促進する。 

② GIGAスクールサポーターによる教員の授業および校務支援 

【成果指標】 

教職員アンケートで ICT機器活用により効率が上がったという回答 

 80％以上 

  

魅力発信 （１）広報の充実（SNS等による情報発信・提供）に努める。 

 【活動指標】 

① インスタグラム等の公式アカウント開設により、複数媒体による情報発信 

② 行事における本校のホームページ、ツイッター等の更新に加え、普段の学

習（実習）風景の掲載 

③ 学校案内やＨＰ等の広報媒体の魅力化 

④ 地域貢献活動への参画 

【成果指標】 

入学希望者数の増加（１２月調査 １．２倍（２４０名）） 

  

働き方改革 

の推進 

（１）総勤務時間の縮減に努める。 

【活動指標】 

① 定時退校日（月１回以上）の設定と定時退校 100％ 

（都合により退校できなかった場合は、同月内の別日に必ず定時退校日

を設定し実施する） 

② 部活動休養日（週１日）の完全実施 

③ 議題の精選、ICT機器を活用した情報共有による会議時間の短縮 

【成果指標】 

① 月平均時間外労働の削減（１人あたり２５時間以下） 

② 年３６０時間超え並びに月４５時間超えの時間外労働者の根絶 

③ 年間休暇取得数の増加（１人あたり１５日以上） 

④ １時間以内に終了した会議の割合 90％以上 

  

 


